
 

ホワイトニングからステップアップ 

マウストレーの活用法  

－補綴、予防への応用－ 
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マウストレーはホワイトニング以外のさ

まざまな治療に生かすことができます。例

として①スプリントデンチャー ②3DS用ト

レー ③矯正用リテーナー、床矯正装置 ④

スポーツマウスガード ⑤ドライマウス用

モイスチャートレー ⑥インプラント埋入

用サージカルプレート ⑦睡眠時無呼吸症

候群治療用スリープスプリント（一部保険

適応） ⑧抜歯窩、手術創保護用サージカル

プレート（一部保険適応） ⑨顎関節症治療

用スプリント（保険適応） ⑩ブラキシズム、

クレンティング防止用スプリント（保険適

応）などです。 

なかでもスプリントデンチャーは早期に

欠損補綴と咬合機能回復、動揺歯の固定、

審美性の回復を同時に行うことが可能で、

咬合を確保しながら併行して歯周治療、根

管治療や抜歯を行うことができます。オー

ラルリハビリテーション装置として顎位の

補正、任意の咬合様式、咬合高径の付与、

そして口腔内の変化に合わせて増歯やリベ

ースもできるなど臨床上極めて有用な装置

です。その製作術式、臨床例を紹介します。 

ホワイトニングは特別なときに行うので

はなく、通常のオーラルケアに組み込まれ

るべきものです。除菌効果もあるホームホ

ワ イ ト ニ ン グ は Dental Drug Delivery 

System（3DS）の１種であり、口腔内環境を

改善することで患者さんのモチベーション

を高めることにつながります。 

このセミナーは歯科衛生士だけでなく歯

科医師、歯科技工士にも明日からすぐに活

かせる内容です。受講者みなさんの日々の

臨床に少しでもお役にたてたら幸いです。 
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